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（１）対象地域 

フィンランド全域の河川 

 

（２）重要な図表 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 定点でのモニタリングの実施により、汚染された地域からどの程度河川により流出するのかを見積も

り、放射性核種の河川流域での動態を常時監視していく必要がある。また、この成果は、モデル解析の

信頼性を検証するためにも必要な観測である。 

（2）流出挙動・経路 

 

（3）除染の際の留意点 

 

（4）担当者のコメント 

 チェルノブイリ事故後、フィンランドの 5 大河川において 1986-1996 年の期間、年 4 回採取し、137Cs

放射能濃度を測定した。その結果、チェルノブイリ事故後の河川水の 137Cs 放射能濃度は、0.1~3Bq/l ま

で増加し、その後、徐々に減少した。しかしながら、1996 年の時点でも、事故前に比べて 1〜2 桁高い

能であった。また、河川流域から沿岸域へのフラックスも計算した。その結果、フィンランドから 10 年

間に 65 TBq の 137Cs が流出した。これは、チェルノブイリ事故後、流域に沈着した 137Cs の 1.5-2.3%で

あり、沈着した 137Cs の大部分は流域に留まっていることを示している。 


